
 
 
 

 

 

 
 

「福島競馬場徹底攻略ガイド」 

 
presented by KAZ@競⾺はビジネスである 
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～福島競馬場の特徴～ 

 
 
本州では唯一と言っていい小回りのローカルコース。直線距離は函館競馬場に次ぐ短さで、基本的
には先行力や立ち回りセンスが問われるのだが、ファンがイメージしている以上に起伏に富んだコ
ースで、なおかつ開催後半になると馬場が荒れて外からの差しがズバッと決まるのが特徴。 
 
以前は開催後半になると馬場がメタメタに荒れて顕著な外差し馬場になることが多かったが、最近
はエクイターフの導入によってそこまで開催後半でも馬場が荒れることは少なくなった。 
 
ただ、エクイターフ比重が最も大きい競馬場ということもあってか、馬場コンディションが良くて
も速い時計は出ない傾向。開幕週でも標準レベルの時計に落ち着きますし、あまり時計が出ない分
で他のローカル小回り競馬場ほどに反則的な前残りレースも発生しにくくなっている。 
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福島芝１２００m 
実にシンプルで分かりやすいローカルのスプリント戦 

 
 
福島芝１２００mはローカルの小回りスプリント戦らしく実にシンプルで分かりやすいレース傾向。下級条件は
スピード上位の先行馬が圧倒的に有利になりますし、上のクラスに行けば行くほど差しが決まるようになります。
また、開催序盤はイン先行有利で、後半になればなるほど外からの差しが決まるのもイメージ通り。 
 

 
※福島芝 1２00mの脚質別成績(２０２２年６月～) 
 

 
※福島芝 1２00m２勝クラス以上の脚質別成績(２０２２年６月～) 
 
 

 
※福島芝 1２00mの新馬、未勝利、１勝クラスの脚質別成績(２０２２年６月～) 
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好走データで言えば戸崎騎手、デムーロ騎手、菱田騎手あたりが成績良いですが、その中でも戸崎騎手はこの条
件で圧倒的な存在感を誇ります。 
 

 
 
下河辺牧場生産馬の成績も非常に良いので覚えておいた方が良さそうです。 
 
 
 
＜まとめ＞ 
□ 基本はローカルらしい前有利のスプリント戦。 
□ 下級条件ほど前残りで上級条件になるほど差しが決まる。 
□ 開催前半ほど前残りで開催後半ほど差しが決まる。 
□ 戸崎騎手、デムーロ騎手、菱田騎手、下河辺牧場生産馬あたりの成績が良い。 
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福島芝１８００m 

１コーナーまでの距離が短いため、逃げ先行が圧倒的に有利な舞台 

 
 
スタートしてすぐに１コーナーを迎えるコースレイアウト。それでいてコーナー半径が小さくて直線が短いとな
れば圧倒的に逃げ先行が有利になるのは当然。全クラスにおいて逃げ先行馬が有利になっていますが、特に出走
頭数が少なくなることが多い２勝クラスでは逃げ先行馬が断然の成績を誇っています。 
 

 
※福島芝１８００mの脚質別成績(２０２２年６月～) 
 
 
好走データで言えば種牡馬はシルバーステートを代表とする少し重めのディープインパクト系やスクリーンヒ
ーロー。騎手は戸崎、西村、デムーロあたり。それ以外ではノースヒルズ生産馬の活躍がやたらに多くなってい
るので注目したいです。 
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＜まとめ＞ 
□ １コーナーまでの距離が短いので逃げ先行馬が圧倒的に有利。 
□ 特に２勝クラスで圧倒的に逃げ先行有利の傾向。 
□ ノースヒルズの生産馬がやたらに走っている。 
□ シルバーステートを代表とする重めのディープインパクト系やスクリーンヒーロー産
駒に注目。 

□ 戸崎騎手、西村騎手、デムーロ騎手あたりが得意にしている舞台。 
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福島芝２０００m 

最初のコーナーまでの距離が長くて逃げ馬は不利、好位から長く脚を使える馬有利 

 
	

芝１８００m から１ハロン距離が伸びて１コーナーまでの距離が伸びる分で前半のペースが明らかに速くなる
のがこの条件の特徴。その分で逃げ馬の勝率は下がって先行馬の勝率が上がっているのですが、他のローカルの
芝２０００mの傾向と比較しても逃げ馬の期待値は低い。かといって後ろからの差しは決まらないので、好位ぐ
らいで長く脚を使える馬が有利な舞台です。	
 

 
※福島芝２０００mの脚質別＆上がり３ハロン別成績(２０２２年６月～) 
 
 
包まれて脚を余す馬が多いからか、はたまた開催後半の荒れ馬場の影響からか１枠の成績がイマイチな舞台。開
幕してすぐならまだしも、少し荒れた馬場では１枠は軽視したいです。 
 

 
※福島芝２０００mの枠順別成績(２０２２年６月～) 
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※福島芝２０００m前走距離別成績(２０２２年６月～) 
 
最初のコーナーまでの距離が長く、逃げ馬が捕まりやすい舞台設定もあるのか、このコースは距離短縮ローテの
馬が非常に好成績。勝率、連対率、複勝率、回収率とどれも素晴らしいデータです。 
 
 

 
 

 
 
血統データで言えばキズナ産駒や母父キングカメハメハの馬の成績が優秀。どちらもタフさを備えていてこの舞
台にイメージが合う血統ですね。 
 
 

 
 

 
 
それ以外のデータでは富田騎手や中竹厩舎、和田勇介厩舎の成績が良さそうに見えます。 
 
＜まとめ＞ 
□ １コーナーまで距離が長い分でペースが流れて逃げ馬不利。 
□ かといって差しは決まりづらく、好位ぐらいで長く脚が使える馬が有利。 
□ １枠の成績が微妙。 
□ 距離短縮ローテの馬の成績が優秀。 
□ キズナ産駒や母父キングカメハメハの成績が良い。 
□ 富田騎手や中竹厩舎、和田勇介厩舎の成績が良い。 
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福島芝２６００m 

スタミナがしっかり問われて人気のステイヤーが走りやすい舞台 

 
１年を通して高速馬場になることがないエクイターフ比重の大きい福島競馬場で行われる長距離戦。脚質的に有
利、不利というのも特になく、長距離条件らしくしっかり溜めてラストに脚が使える馬が有利な舞台。１番人気
の複勝率が７５％近くありますし、人気のステイヤーが自慢のスタミナを活かしやすい舞台と言えるでしょう。 
 

 
※福島芝２６００mの脚質＆上がり順位別成績(２０２２年６月～) 
 

 

 
 
＜まとめ＞ 
□ しっかりスタミナが問われて人気のステイヤーが走りやすい。 
□ 丹内騎手、田辺騎手、菱田騎手あたりの成績が優秀。 
□ ゴールドシップ産駒、オルフェーヴル産駒、キズナ産駒の成績が優秀。 



 - 9 - 

福島ダート１１５０m 

直線平坦なのに前半部分が芝ならそりゃ前に行ったもん勝ちですよ 

 
 
ダート１０００mほど距離は短くないが、このコースは前半部分が芝スタート。芝部分でスピードに乗りやすく、
それでいて直線部分が平坦となれば前に行った馬は止まりませんし、下級条件から上級条件まで圧倒的に逃げ先
行有利の傾向が出ています。 
 

 
※福島ダート１１５０mの脚質&上がり順位別成績(２０２２年６月～) 
 
スピード特化型のレースということもあって馬格が大きいほどこのレースは有利。小柄な馬の成績はかなり悪い
のでその点は注意したいところ。 
 

 
※福島ダート１１５０mの馬体重別成績(２０２２年６月～) 
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※福島ダート１１５０mの枠順別成績(２０２２年６月～) 
 
外枠の方が芝部分を長く走れるということもあってか８枠の成績がなかなか優秀。勝利数や３着内数でもトップ
ですし、回収率でも非常に優秀な数字になっています。 
 
 
好走データで言えば戸崎騎手、田辺騎手、田島厩舎あたりの成績が優秀になっていますね。 
 

 
 

 
 
 
 
＜まとめ＞ 
□ 芝スタートで直線平坦となればそりゃ前有利 
□ スピード特化型条件なので小柄な馬は不利 
□ 芝部分を長く走れる８枠の馬の成績が優秀 
□ 戸崎騎手、田辺騎手、田島厩舎あたりの成績が良い 
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そんな前に行ける馬を見つける上で参考になるのが馬体重。競争馬は大きい馬であればあるほどパワーとスピー
ドに秀でていることが多いですが、函館ダート１０００m は明らかに大きい馬ほど成績が良い傾向が出ていま
す。 

 

※函館ダート１０００mの体重別成績(２０２２年６月～) 
 

 

 

 
 
騎手で言えば前意識の強い横山武史と古川奈穂。生産者で言えばグランド牧場の成績が圧巻。血統で言えばドレ
フォン産駒が素晴らしい成績を残している点は覚えておきたいです。また母父にはなりますが、母父サウスヴィ
グラスと母父サクラバクシンオーはどちらも素晴らしい成績なのでこれも特注血統としたい。 
 
＜まとめ＞ 
□ ダート１０００mは基本的に外枠有利だが函館ダート１０００mはそこまででもない 
□ 圧倒的に前有利な条件で逃げ先行タイプ以外はなかなか厳しい 
□ ５００kgを超える大型馬、横山武史騎手、古川奈穂騎手、グランド牧場生産馬、ドレフ
ォン産駒などが成績良い 

□ 母父サウスヴィグラス、母父サクラバクシンオーがとにかく走る舞台 
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福島ダート１７００m 

小回りダート１７００mらしく前に行った馬が圧倒的に有利な舞台 

 
ダート１７００mはローカル競馬場に４つあるが、細かいディテールを抜きにすれば札幌競馬場以外はだいたい
同じと考えて良さそう。札幌ダート１７００mだけは少し傾向が異なるのでその点だけ注意してください。 
 

 
※函館ダート１７００mの脚質&上がり順位別成績(２０２２年６月～) 
 
コーナー半径が小さくて直線が短いコースなので基本的に後ろから行く馬は不利。逃げ馬、先行馬、そして捲り
馬の複勝率がそれぞれ５割前後になっており、一方で中団から後ろに構えて途中で動くこともない馬はほとんど
来ないコースです。 
 
 

 
 
福島競馬場といえば戸崎騎手というイメージがありますが、函館ダート１０００mと同様にこの条件は田辺騎手
の成績が非常に良くなっています。調教師で言えば和田勇介厩舎も良い成績になっていますね。 
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種牡馬別のデータを見ると先行力があって小回りコースに強いシニスターミニスター産駒の成績が優秀。サンプ
ルは少ないですが、エスケンデレヤ産駒も非常に優秀な成績を誇っています。 
 
 
 
 
＜まとめ＞ 
□ 札幌競馬場以外の１７００mコースは前に行く馬が圧倒的に有利 
□ 田辺騎手、和田勇介厩舎、シ二スターミニスター産駒、エスケンデレヤ産駒あたりが特
注データ 


